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研究成果の概要（和文）：可解多様体の種々の幾何学的性質と複素構造の変形の関連に関する種々の結果を得た。特に
、Hodge分解の変形下での閉性に関する反例を得た。また、局所系Hodge理論に関して種々の結果を得た。これらの結果
の多くはケーラー多様体上では起こらないような意外性の大きい結果であった。これらによって、　これまであまり注
目されてこなかった非ケーラー多様体の幾何学の面白さを強くアピールすることが出来た。

研究成果の概要（英文）：We obtain many results on relations between geometry of solvmanifolds and 
deformations of complex structures. In particular, we obtain counterexamples for closedness of Hodge 
decomposition. Moreover, we obtain many results on the Hodge theory of local system cohomology. In view 
of Kahler geometry, these results are surprising. Non-Kahler geometry had not been studied very much. By 
these results, we can give interests in Non-Kahler geometry.

研究分野：複素幾何学

キーワード： 可解多様体　変形理論　Hodge理論　局所系

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
ケーラー多様体の複素構造の変形理論は
Kodaira-Spencerの安定性により，すでに多
くのことが知られている．一方，ケーラー構
造を持たない複素多様体の変形理論につい
てはあまりよく分かっていなかった．特に複
素構造の変形と非ケーラー多様体のホッジ
理論との関係に多くの謎があった． 
またケーラー多様体上では，局所系コホモロ
ジー上でもホッジ理論の研究がおこなわれ
ているが，非ケーラー多様体上ではほとんど
研究がされていなかった． 
 
２．研究の目的 
多くの可解多様体はケーラー構造を持たな
いことが知られている．そこで，ホッジ理論
的に良い性質を持つ複素可解多様体を考え，
その複素構造の変形による振る舞いを調べ
ることによって，ケーラー構造を持たない複
素多様体の複素構造の変形について，より深
く理解する． 
非ケーラー複素多様体上の局所系コホモロ
ジーのホッジ理論について枠組みを与えそ
れらについて，可解多様体上で調べることに
よってより深く理解する． 
 
３．研究の方法 
研究代表者のこれまでの研究によって，複素
可解多様体のドラームコホモロジー，ドルボ
ーコホモロジー更にはボットチャーンコホ
モロジーを計算することができる．その計算
方法を用いて，複素可解多様体の倉西空間の
明示的な表示や，ホッジ分解の判定を行い，
複素可解多様体の変形の振る舞いを研究す
る． 
また，Bott-Chern コホモロジーの局所系版
を考えて，非ケーラー複素可解多様体の局所
系コホモロジーのホッジ分解を定義した．可
解多様体は非自明な局所系コホモロジーを
計算できることがこれまでの研究代表者の
研究によってわかっていたので，それを用い
て，非ケーラー複素可解多様体の局所系コホ
モロジーのホッジ分解の存在を調べる． 
 
４．研究成果 
変形理論において，ある複素幾何学的性質が
変形のもとで開安定であるか，閉安定である
かということが最も重要な問題である．ホッ
ジ理論においてはデルデルバー補題の成立
という条件が特に強力な性質であることが
知られている．この性質は開安定であること
が知られているが，閉安定であるかどうかは
未解決であった．本研究において，ある複素
可解多様体を用いて，デルデルバー補題の成
立の閉安定性に対するカウンターエグザン
プルを与えることに成功した． 
また，複素可解多様体が局所系コホモロジー
にホッジ分解を持つための条件を与えた．こ
れによって，ケーラー構造を持つ可解多様体
の分類に関する定理をより詳細な形に精密

化することができた． 
更に本研究は非常に順調に進行したため，複
素幾何学の奇数次元版である佐々木幾何学
に関しても研究を行いその結果を得た．佐々
木構造を持つ冪零多様体の構造定理が
Cappelletti-Montano -DeNicola-Marrero-Yudin に
よって証明されているが，それを可解多様体
の場合に拡張することに成功した． 
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